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QA6 食品安全委員会の食品健康影響評価で、「生涯における追加の累積の実

効線量でおおよそ 100 ミリシーベルト以上で放射線による健康影響」と

されていることとの関係は、どのようになっているのでしょうか

 これまでのモニタリング検査の結果を用いて行った、基準値に基づいた食品からの放射

性セシウムからの被ばく線量（ストロンチウム等は含まない）の推計によると、中央値濃

度若しくは 90 パーセンタイル値濃度の食品を全年齢層における国民の平均摂取量で 1年間

摂取したと仮定した場合で、それぞれ年間 0.043 ミリシーベルト、0.074 ミリシーベルトと

なり、年間 1 ミリシーベルトと比較しても極めて小さなものとなっています。この値は、

通常の一般生活において受ける線量を除いた生涯累積の実効線量としておおよそ 100 ミリ

シーベルト以上で健康影響が見いだされるとする食品安全委員会の食品健康影響評価に対

しても十分に小さな値だと考えています。

出典：厚生労働省「食品中の放射性物質に係る基準値の設定に関する Q&A について（平成

24 年 7 月 5 日）」より作成

出典の公開日：2012 年 7 月 5 日
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